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黍 決バイパス路線歎返の調餐腹 平疵室�盗孟

置すろ予蓬路熊の友棄にかつヽるもので 芝殻箔が費用之第垣 し 奈伎g

笠丈イL琺研先鷲平尻雪詠そ瓶調査舗が実彪 してしヽつ,発掘比は兆ひ ら

す7′ すす 0と  すク水 となってお |ナ  うわなべ壱壊宍同濠上つ`ら―

祭島校棄擁 |)に し`たるだ以すで`わつ。

各攻71の 調査地区る .衝療 敷固感攻枚のとお 1)で ある.

要震を そ樋光医 碕楼 ″ 発 ね 熱 面
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I 第54次 うわなべ古墳同濠の言同査

うわ奪ぺ
｀
も療 |ま 装生の象と没∫7%′ 滲この蜘分 虫3め つ∠全及をつつ

犯 に遂 し 仝回でも有数 ばE大 き壕

'で

あつ。そしくその周及ぼ 岩生の

規櫻拗 ら`して 暢び
｀
かろすき

… したつく`っく 後せフ＼g潅)磁 としくみ幅

されたので |ま なしヽかとみ られて きた ,

しか し 今回の調査で 濠の紀撰は当加 とlaと んど痰らすiむ しろ宋

兆如く` |ま  もっとタトから研埃の堀 り疹Цイナがなこれていたことが H再 らつ`と

なった,あ わ tl‐ て 琥狂のような液魂隔懇老 としての芽 7k状態は平与埓

イ荒
｀
本スイ衰く`あつことそ雇話くヽきた ,

今回の釧堡 |よ  潔 7号 線バイハつス数%ltみ たつ象肉と涙の同民の来
'L

蜘分に 約
'∂

その間隔とおぃく鷺とサ仏に芳線に雹詢lζ を掘洛之ヨ本設定

して行け 同漠タト側の斧 の液 』に雪 めた。その絡承´じずれも 琥花の
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非つ` ら /沙 z朦個 淑た ょ り″″釆 し`,↑で同玖 外相吐の井の芽る (基落猟)

之検 出 した。拿る |よ葡 又%幅で残仔 しており その霧る のが態 ゥ` ら 丼

の 差蓋訥 しゎヽ行 つていなし` とを 定さイt'■ ,デとにおし`て,ユ  井の 上齢 |ま

琥在の井 項り享%ほ ど乗へよっく わ1)ヤ 亡ヌ伝 一卸 埋めたてら/tて げ

つっ検包 した芳名す全体 としてψろしヽイ頸繊 とな してじつび 当加ィよ中般 之つ

てっていたと考 えられ う。

塚 �にγ兜も堆糠 してげた理上のポ信、之みると´大 きく上 下ヽ に今け

ら礼 .そ れぞ雅 堆潅iの 条狩が 冥 ってし`Эぅ下層 芳T分 〕よ椛 い秒 と永牟の廃

苑上が互暦 になってお 1, がな ||の 北 れがあ った うた力瑳練 cあ る ,上

移却 今は 永撃の病 廼上の継上ィとしたtの と族秒粧 か
｀
水平に互唇 になつ

こおり′ %を の進流だのよ うに戻どんだ落ホ戻等で雉猿 したtの であ Oク

した が
｀
って 下そ ヱ節シと後の算へ

｀
の生瞭が赴生 した平孝本の輝 輯重で

堆えで`とつ ことびら 認症のような わわなへも墳爾ゑの潅沈 )と として

の和1用 |よ  孝孝水以イ衰では様しヽヵ`とる たられる。

工 第55家を掘調査

第 すよ次の毛瓶錮査 |ユ  虜鉄園置譲の白Ellにそったバ
｀
打パス数だマ走

光 の卸分ぐ行拶った,平頗烹の祭方でいた|よ
与衆三窮十六畢にあたつセ

現であるっ殺逐 した土な髭持 |ま 前方な 爾躊 /墓 (平 漱第 /考 矮 )と あ

培祭逮�茄刀浩 /ゑ その化 祭象 平与埓1ヽ の建物姓 ,検分 樹走又

糸 為⊇余 升ガなどで`みつ。

節 方後可竣 は 布錮幅並買ガ とをみで` し`つもの で` 子狐烹童歯″瞭

綾 可莉の一抑 之の ェして浄1平 これ 基底笥 し小瞼出くヽきなびったが 芸

ちはた致始波軽 な衣倍で費海 し(し 拒ヽク今回pそ猛く、|ま その茄方却 と

を群4鶴刀―蜘 宏/P_船 できた。後碍Ha~の 大洵分は 関凸練 之こたく宍との

示塁寺の旧手域
｀
にのひてし`るとみ られ 瑠白練 |ま まこに綬隠痴の中丈 乞

分野 してしヽる.族鳴都 と斎な訥の寝許唸鈍が、あす
れ
も＼ミヽ血として病梅 して

ち`イ
)′ その痴かにお`し`( 後14獅 ∠斎方続 とめぐろ鰤 外の女点萬分

祭洟却第一後の率担衛と教る と2検出 したっまた基底衡に重 t｀ ところつ`
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ら毬上され
'震

祭尤の裟彩 上有したこ∠が推定とオしる。校出した前オ卸

は自衛とで 長 さユつ修 差落郵幡 |ま ♂つ ?をあつ,建続する後臀撫かの

ヵ―ブお` ら後胃を3径 之復危す うと鶯チつ2ぽ どで 全長約 ク沙%の堀楼

の長期 と衆巨 |こ した蔀汀後日湊 るなつっ

この多済 には同歌がめでつてお !サ  ヴこオでは政蟻 ぼ /と 劣賤とくあク

た,たの為介は発瓶二琉外で花縄できぞ びつたびl おおよその範懐は複

花でとつ.涙心のガ上中ひら|ま  瞬喬壇第 ,71k蔦 などの形象壇鞠之検出

したゃ墓患純の多る は者痴 に蓮し`状態で記めらヤした。身るの最下蜘感此

敏鏑夫となる之ならべ'(締誰 し また芽る と,～ θ勿わきに区書1す うし

杢イする烈乃状態も鍛められた ぅ

このも凌祭茂以前に 肺碕ソ写彩の埼が ,し びら斎オ熱之液雛すうよ

うに しく殉へ流れていう。妊±8黒芽5色 で 重柳 ど倹仏で`となも`った。

余象特ィヽ以イ資の逸猛 ぼ主としく 調査E,ヒ側と衛71Eliと に宗中してお 1)

れ`あ`すびにむ鶏 に分 けられつっ 沿コDrC,pょ くヽぼ余荻廟ヾぐ FIま

累与以族であつ、

ハ蚊  二 重 /犯 |]ど のた の堀 1)方 と検 出 した が  調 査 盈外 の 衛 へ 司 揉

な掘 リオび
｀
整籠 していつようで捌査 正噂で |ま 妻物 産して |ま まとよらなし`っ

5敷 支 固 X p ttI生 イて三列 全獅 にを 上叱 した孝 物 /糠があ つ。

C期 な に教る した 吉ガ と,調 査 区爾 オ (IL)2斜 め に横 蜘 ろ為 /

糸であ る.ヱ れ に とも な う建 物 |す 鴛 めろミ∠が で` とな も`った .

9理  7聞 ×す間の翻 )阿婚ああつ衆蜀探の連孝り/猿 込滴⊇余である。

考 のひとつ |よ  r正 にあっく 衆白練の変物の甫おち と して閑後 してお

イサ 途 中(L_専 状にオ年イt.て 角の調 各区外へのひ
｀
て し`つ。惚の体とつ IE「 」

区に彦Ⅲつく旗雑 に灯イしよび りながら鍮へ流れている, IZの 若 途丁区の

冷の間ぼ蒻答正外にあ り に お＼めたないが立徒 すう可能性が あつ。

E期 之狗じ糠 期 /余  定物 |」 tヽ すれミノ准 入 が心ヽさしヽっr区 )砂擬1の

布に♀燭 X゛ 蘭のもの 」区にユ固× 7間 と鬼弱XS間 のものがある。

之のだの重雄 |よ  埼苅 のオ佐定が困難 (あつ,
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皿 第56/~k言同査

発 すど攻報基地力4tは  適路予定地のうち´ うわなべも壊未読 方の第釘

次覇査 ケ∠に縮格 し 一余喬枚の九端にいたる純 園く`あつ,鋼査は彩布μ7

4と 月涙り1ま しわ 宛疵拶お逆行中であろぅ こイtま でにも壊審ィ、。`余黄

埓在 り平孝若代
｀
のる盪袴 髭物 乞検』 していつ,た だ し つ 回の調査パ

堂路数 だ 0に 醸らヤしたこともあって 塞 物などの規模 についてはふ確拙

のものが
｀
参 よれてし`つ。

A吾墳時Иぐ 合 'H比 匿に前芳後 掲壊 の前オ著5 回濠の一蒟 之疫 当 し

た。これとも` りに「 平塚 ス号壌聰 とよが 発 すす項調査ぐ検出 しナ■
「

平

嫁 生そ躊 ュと区ケむす る,

む済の主細 恵棄苗ォ宙で 読オ萬 感凸向きであつ。歳を痴揃端 中 dP

犯 ′茄庁彰こ長 (ゑ出谷 )農 ィ兜ある今後 電壱薔と誦方郵 の一獅はすぐに回

欽 齋百線あ`よ び不遜 も商側 セ によって歯1平 これてす|り  企得 の短狭 厳不

堀 であつ。療虫膜 壊底な より島 査アタし分が残海 すつ,壊丘斜衝 には鋳

る がある。同塚 中感茄オ部前こ部分で 夕兜′瀬オ鄭 4票 1述 で
'77‐

Fあ つ ,

平琢 ユ号墳 の圭軸 lEl平 妖 ′老躊 のそれ と子イ子して非`
`サ

 捺等掬分での

窟塚何踵維 は 7ηあうっび りにこれ空平塚 ア場 墳 と同 げ帆 工興形 講オイゑ

円療 と灌 芝すると′全禄|ま 約 ″ユ 2と なつゥ

百衛壇鞠 永亀 =動 物・矩 tF'推彩埴動もヽ同濠占より饂上 した。これ

らの館狗 ld平 塚 アる演 出上のものとまくれ(て いつク

B奪 ま簿イヽ
｀

払 立泣芝掏 /ど 枚´/‐8ぇ 系 浩 o念  持ガニ痙 鹿回 な

ど芝検出した´班勧は調査 E)と 端と希端に象 十`し 前為 は 、す甘 次調査 で

液 とtし た鷲物藩 の廷&飾分(添 つっ建物縮懐 |す 大小あり た 研丁老 懲

/ο 又 ～ すズのものまでぁら,/間 × /弱 。ア濁χ没周 の平含対ヽ形ミ独

梨行 ―配の紺長しヽ盗物が 百五って多しヽ,主 0渚に 1ま  すすД挨鬼鋤尤務

の差揆部分がある, この考 ば華物群の衆側 立通
' 

ュ派,に 含ウ`イt(茂 塔

阿濠 あ∠の 凹 貶に左 しヽで し＼つ ,滴 IPひ ら,す 上 ろ ・本 簡 '本 安逮物 之夕教

発 見 した ,
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井声に箇置往 7∫∽レ刀曲物 之空枠 た込#声 ,寵 椒 を埒 で鷲定 ずぅ角斗

戸の二霜物 あ`つっ

た園の一如と推定す るのは も療の前ガ郵輛局の身る斜雹およ傍
｀
意之

ガ→i奏に利 研 し 大汗夕の石 す信之陀置 して小紀横 rd― 回セ之淘＼たちゲくつ七

のである。

スゝ上の各重務の大卸分 |な も墳の上櫛塗苛も平 し 隠塚七埋めたてた整遊

彦上にあうし整だ〕」黍稼靖イ●輸熱 と後期 の三度にわたつてし`つっまた

Ft/L7匿 は権亀栞罰 大路上にあたろが ,練巡のように立物群と嬢 出し´側

務 。祭比垢などの滋誠感検出できなす デた。

C子す寺4式
｀

日だ区の整た層上に掘笠桂建物二椋_粗二朱 棄凸ガ衛

綱渚夕ながあつっ流り`らは爺釉・灰和 '上 岳が夕な出上した,ま た 〒

%E権た衆奎方大路上の白卸|こ ぼ埼ナ低浩びあつし的す犯の核絶ダ塩跨左

もっものであ f)す ク家鶏 出の大路宍ral治と|」 l■洛之▼1に すると電ヽ

われノつ。

)ス 上第すど攻調査で検出した重務についてると したが、本調査で平琢

/号 猿につづけて は

『

爾顧 の各墳之を鬼したこと|よイ症紀密7~lも療藤

に新しし`安耕之朽たつことになった,ま た,検よ建物のうち 涎行一間

の組長しヽ霊物はこれまでの葛暉建物に電られなぃ北のであつ,祭 及時べ

のた回につし`くは 平万彦衆角時 (平 成宮鋳イ7水調査糀鞍 )ぐみつゲ

った庭図につつrり くと参目の例ておあつ。この一硼に之園と猪えた輛宅の

存在之推進出来つび 今回撥Jの 余技藉代に獨すつ柩立柱逮物藩 1す その

一部であろうひ。

w寃 55.56次調査地区の造物

第 象抒 す丞攻調査貶医ぐ出上 した重狛には,上 る (須 き孟 °上飾あ

)´ 屹錦予 上寺なた
｀
の上段島・鼠 '本牧盈・木蛮がある。

三る 1ょ 壱墳鳴べひら祭ま す平与特イヽにかけてのものでヽあって ,二糸ち擦

壷や蘇粋螂asを ,1、 くんでヽじる。4著上るに 1象「 厄象」・「 口宙畑徳銅 」

と多こするものが
｀
ある。
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楚鞠 は 平琢 /そ 墳 。ズ考壊にでくすうtの で赤 って ,准 tに 時筒の

ほ會`に,薇片で|よ あろが
｀

始・ホ島 (永徹ガント)=』 上しく身十1 こ

ハ |ま を` /そ 竣 l生 ld盗・象′尿号療にぼ釜 があるっ /・ ユ号壊の本島壇鍮

じたも`
｀
し`に藻 (4以 ており 酌毒壕

'の

年代
｀
のこと2tめ してし`つ。

氏に fま  愛った丈揉の軒地気があつ く第 3日 r)ク 学各 ノ
'4で あっ

て,中務に |す 珠真ギく′必4の花升上おく。こらに ,団銀に |す 堪卑寅t

ゎぐらしてし`つ・ この型式ぼ ひま華で子尻参蘇て麟尭冤しく t｀ 奪じだ

不逮与ぐ lξ 赴上イ預|が あるゃこの軒ふ民と組み谷 う猫率鼠も出上してし`ろ,

このにに鬼鼠と F゙Fl検 迷 していう (努 じ日字)

7第 57次を掘調査

劣 す7項 の猛糎調査は、一未務校の衆側 にそつた,泳 7号 バ イノヾス子

たたで縮狂〃fなっ てし`つヮ掠のな方でヒヽえば 衆ュ坊大胎壌にあたる。

瓦任まで検と した主ё豊梅 |す  策三坊大路の奈/1all渚 と棚一衆でのる。衆

上方大路あ/rXl洛 は、のこりのaし 消`「て|す 断徴V撃 彩 となしてし`る。仰t為

|よ 8上 する盪勧瘍 み ると 手争建イく (ヂ 性衝こIT瑣 )に 今象港ィての

all浩の念蘇生菊 とない(aど に茨修 されておリ ミの大路 E班のを 爾友が

鍮も`ったことび
｀
klrら わる。標t浩は壇上の夜終幻` ら′ ア笹化キヤ瞭ウ`ら /∂

せ希これ顕晦まぐ 爾一流路の十で` ■回の蓼11爺

=も
っくいつθ盈才♭は搬

擁ネ室之上廠∠すう下層の時熱 盪平大悠之上Tlaと すろ呻暦 の蒲期 そ

れス隣の上修の踏葉でであつ:い ずれもユ魯 。本参など生活 蔦酵の出上び

理露であ り このX筑の生務者効が盛 んであったことが うががたり ,

補は一余重 りと株腐大躇の中間にあ たつ余q電 、踏現に 廂兆芳衛に走

身こ、そみ義環F雲毬練滋3堪鬱て符ζ尋響借ほBFと
ころがあり ちよ

Ⅵ 第57次罰査地区の遺物

第 す″家鋼合悠ヒで出上 した竜物に虜′上吾 く額竜t墨 フ乾絶陶基・上

節騒 ,黒 竃上る )・ 氏嬉貯 主爵ぽど
｀
の上搬岳 ,金属毅盈・本穀み・琢毬
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夕石製品 ′壮まび′▼1頑 てヽあつつ`ラ木鍮があつっイとに 木妖 と壁累 (毛

毛 `ク リ )。 ヒョウタレづどの植期重体 ,鳥 の号などがあつ。 これら1■

大怖分が衆■ )オ 人蹟策標 の若ウ`ら』上 したものく`あっく アと f乙後半も`

ち /沙 苫 fこ 前半にt<し てく`つっ

上岳  須駕娼 '上 節呂 '寮 色土馬のはも`′多なの滋紺間暴の海左 7」
X目

立ってぃうぅ緑為間碁ぼ /ど 沙個体分あつっ稜資のものと救資のものと

つヾあリィ糀 (第 又園ひ)。 疫続・工 (第 ユ図工)。 綬IIL'二 足縫 (葬烹

画θ〉好どの種療があつ↑花文揉之陰玄↓したものか＼欺η列ある。及給「3各

,よ ュタす纏粋各今乃う。柩 双耳枚ョ(霧裁園 ′),辺‐ 穀亜 `ア皿 ′杞手

っき瓶 (%象 図稜 )´ 平漁 之はげめとすうる後の祇が
｀
あろっ薫色上審に

1ま  核

“

皿・林のほひフ涌払も,Iヽ くまれくしヽつっ

棄三坊火路衆御浅出主の上碁教 は,子琥傷臨奄と上すう か一ア佐紀約

齋の上吾につつ`く算ィヾ ノすなわち″亡r乙ィ食羊から /つ とに前半にく
｀
くす

つものであつ。径内で`,生進の場から ,ど施へめ 工るがこれ |ま ど夕量 に

出上 したの |ま ′|よ げめてであつ,今 可出上した灰相 ,gSIよ  胎上・釉・

形態 ,種類 などで′蓑知県倹役凸壱魚琳出上胎送ょく叡 てずつっ嚇瀧れLl

の余 |ま./∂ 亡籠のれめに日常力十乙に滋相生閑鼈 し′灰約宵 呂が隆盛し

たのほ′ /θ ピ術乙貯素ス時 //亡徳バに勺`けてで`あったと考えられてき

にゃ しかし,今 回の第すタラス調査の発冤資料によって′灰約商番の盛期

之′
=fζ

Aに 全力＼の Eちとつことを可含ヒにづつた。東三方大路表傾1洛で

出上した上義策 はィ◆後 平学時べの上零tと くに乾絢隠るの研鬼に密

大づ蜀顧 之羅態すつで あろう。

氏痔  羅風 /種 (路 J団 3 )と 董圏箕軒地氏・立電気舞平氏 (発 ゛

函 2 )が｀
あう。辱れ`′「 壱」のこユともつ董圏丈牽千九嵐が /″Кあつυ

これは,難液葛跡でつく出上じ′またa薗客誅くも出上 してしヽつ民と同

斃である.薄は′平戒参出主″1と ひわらね植増のものであるゃ

金属投胎  参島投鵬には,銅参第・時金具・▼表0具・鉄 る街・左金興

銭金飾版・針全なた`んヽ`あつる

釧鏡は,和尉踊水・島卑亀贅・紳的開寮 r睦平永賽・懲姦沖磨
。ネ和
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魯姿
。長年火警・能溢紳賓 ,崇劾永費・乳卑大寮′すな/1oち ′蜜船十二

宏のうち,十 世能にぞくす う験後の三種 (整邊重蜜・草托允人質 )之.の で
｀

く寸べて之網羅 してお 1サ ン計 望少つ枚あろ)は びに彦の薦通え警が出止

した。なお`水の花豊邑欝もあ秒ゲ,これは落灰ダトリ＼らのぷ上髭くヽあつ。

ふ穀盈 ,余基  本牧品の内容 |よ  汐笹紗様(乃ろt p。 こ風のど)工 駒

のうち,点なの夕し`もの生あげつと′下蘇 o沙 ノ曽約 丞 f慮像 /θ ,ノ

絶科X子み́整ピ1気

′
こ七1懲捜多雲

『
こどと

'最

乳V
柄ノくとび

｀
夕水◆,も しろ綿肋 歩もり,大 とり伸′惨陥 却́ヽιさし′

人影ヶ剣形・灯与影本墨ぽどがぁ fナ  よた,特殊なものとしく′飛′とく`鵞

之星ぐ函しヽた及迫火涌室太 7/7の 枚とがあつ.共矩室赤形の板 (象表編淘

ぃ/卜 )藤´影■ /,,♪ ご之′ 火焔 |ま 詠彩 し,室なと筐持と之蓬〔えが【ゃ

下端 |と ,す 締入のための央出2つ くろ.

務出上の水製ヵは,平成 ち昧出上の本叙涌と此救 してそう|よつ`わらな

モ`。 しり`し′下黙の救が
｀
多ぃこと|よ gエ ラてし`つυ また,手駄之菰・後

方からみつ近 歯の下獅が3形にみらく千夕式にぞて するものび
｀
大多な之

しのつ,こ れも平威修蘇出上T14と 巽なろ煮であつ く第 2図 β〉ッ

泰 和ま尿ア個答倉ある。■ (第 2画 ど♪'盆 ∈鼻井馨,)・ 洗 ,蕎林

なこ
｀
がぁつっ黒泰とも`けにものの raOヽ´寄鵞 tミ 派珠 左ウ`けたものがス例

あう。泰 器の夏には,無和 lle岳め虹 と同型のものがあって′蔵右の闘4糸

が浚恣之ひくっ く舞ぞ図の字とる)

雇製品  る帝・如工φ羅るがあつ。この回つ`,称笙バ驚Aにぞてすうグ

状人壮衣埼Ц嬌各が /個 出上 しく t＼ つ。

Ⅶ 完55.56・ 57次調査辺区出土木簡

為すξ衣鋼査-7点  第す込女-7点′第すク攻一ノ∂点 (夕 H丞 日

現在 )の 本斎空校』していつ。選土木簡の主なもの生灰下り`j＼ げ
｀
ろ,
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r/)と患写夕 「 客Atr提立屁 毛牲ゃ
一≧ 旨蓄配 □ 畿 冶 色

ニ

ノ砂
   言_EF晨時依 イ仁竹 夜構 提 蛍と 付 雲 千今 日

=
烏□可来 I =コ 夭長 五年 吋 膚画 g

本来 其主  t

猛毛の牡§一匹え推えていひとぃう各知成。つと¬こ捲げたもの (

牛の各趙戻 〉もじす
い
れも材の一端 生失らせていつもの |び あつし`|よ 立

オtと したもの力` っ く象さ誼な //Do弗 負   、接渚 ″つt勢余 )。

茄看に Iま
「

ス盈二 (F支 移 )算 」の卑帝こがあつ。

⑭≧箸
ふ 国症 歳 永許
七牛スキー百trT(最

)蠅笛

コ
絶   J

(゛)舟 ,ξf r参 測 國 t噺甍郡 上 国 螂 □ 匡 」

塘 若鴻

`7)舟牛ニヲ 「 書搭 雪落マ諒癒 5大 井 」

率義 躍
「 睦盈三鼻六月    」

(→ 身字:慧  「 衣胎國輩各熱蜜滝里人  J
麟 握

「大葛邑旨答目策重茸寺六井」
Q撼う  (雇廊|

閣雲露「窯督畜夏
(殺 論を)」

中団瑠国鳶代
｀
の洩

｀
鵜瀾聰殺之鈴 げた盈接云のイ停、番の二発えの著で、

遂篭_の 手本とこれたものラ

正参屹の七 E「r蜜 魯琺書の崇毅鈴は有る 9

「

~三

==ヨ
各節 尾 選

愛 牡 牛 一 薫  お 在 日 _
蕩 Ll垂脚 R盈 井 日 付

~
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醒叢24電 線余長|(イ ,マ K路森轟歳譴鷲
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恵ゞ 争 itt B



第 2図 土器・木製品

0                   10Cnィ



第 5図 瓦

第 2図 第 3図

1・ 2 灰 釉 陶 器

3・ 4・ 5 緑 釉 陶 器

漆 器 皿

盆

57次 出土軒瓦

57次 出土軒瓦

3.57次 出土鬼瓦

4.55次 出土鬼瓦

下

(以上 57次 出土 )



第 4図 銅 銭

皇 朝 十 二 銭

和同開珠  和銅元年 (708)

2 高年通宝 天平宝字 4年  (760)

3 神功開宝 天平神護元年 (765)

4 隆平永宝 延暦 15年 (796)

5 富寿神宝 弘仁 9年 (818)

承和昌宝 承和 2年 (335)

長年大宝 嘉祥元年 (848)

8 鏡益神宝 貞観元年 (359)

9 貞観永宝 貞観 12年 (870)

10 寛平大宝

延喜通宝

乾元大宝

ll 開通元費 唐、

12 元豊通費 来、

2年 (890)

8年 (9o8)

2年 (958)

武徳 4年  (621)

元豊元年 (1078)

平

と吾

徳

寛

延

天









とヽ

さ

つ

秋
も
深
ま
り
奈
良
の
自
然
も

一
段
と
美
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
、
国
道
払
号
線
奈
良
バ
イ
パ
ス
の
一
部
区
間
が

こ
の
た
び
完
成
し
、
十
月

一
日
よ
り
開
通
を
み
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
開
通
区
間
は
、
奈
良
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
、
北
部
約
六
、
五
常

（奈
良
市
尼
ケ

辻
町
か
ら
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
ま
で
）
で
あ
り
ま
す
が
、
路
線
位
置
な
ど
に
つ
い

て
、
奈
良
県
、
奈
良
市
、
文
化
財
保
護
委
員
会
な
ど
の
ご
当
局
と
協
議
を
は
じ
め
て

か
ら
九
ケ
年
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
、
本
工
事
着
手
以
来
二
年
ニ
ケ
月
の
歳
月
を
要

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
関
係
各
位
な
ら
び
に
二
百
数
十
名
に
及
ぶ
用
地
提
供
者
の
方
々
の
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
り
開
通
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、
更
に
南

へ
七
常
の
建
設
工
事
を
残
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
つ
づ

き
完
成
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、　
一
層
の
御
支
援
と
御
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
部
開
通
に
あ
た
り
略
儀
な
が
ら
、
書
中
を
も

っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
五
日

Ⅷ剛

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局

奈
良
国
道
工
事
々
務
所
長

田

ェィ

守
４

承

敗




